
京成グループは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 
                           Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ                

２０２６年 ４月１７日 

京成電鉄株式会社 

ＳＤＧｓの取り組みとして食品ロス削減に貢献 
 

災害用備蓄食品を寄付しました 
    

京成電鉄（本社：千葉県市川市、社長：天野 貴夫）では、駅係員や乗務員などの従

業員向けに配備している災害用備蓄食品の内、賞味期限が近くなったものをフードバン

クちばへ寄付しました。 

この度、寄付をした災害用備蓄食品は、フードバンクちばを通じて、食の支援が必要

な個人・団体・施設へ配布されます。 

京成グループでは、長期経営計画「Ｄプラン」において、「エコロジカルなまちづくりの推

進」を重点施策に掲げ、食品ロス削減及び食品支援によるサステナブルな社会の実現

に向けた取り組みを推進しております。 

今後も地域社会のサステナビリティ実現をサポートし、ＳＤＧｓに貢献して参ります。 
 
1．寄付する災害用備蓄食品 

アルファ米：わかめご飯、五目ご飯、ドライカレー 約３，０００食 

２．寄付先 

（１） 名 称：フードバンクちば 

（２） 代 表：菊地 謙 

（３） 概 要：梱包の問題等で市場に流通出来なくなった食料品や災害時の備蓄品

等の寄付を各企業より受け、高齢者・障害者支援施設や生活困窮者に

配布し支援を行うとともに、食品ロスを防ぐことを目指す福祉活動団体 
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